
第一三共について コーポレートガバナンス価値創造ストーリー データセクション サステナビリティ報告

　マテリアリティの特定と整理にあたっては、2015年度に CSRの観点か
ら、36課題を選定しました。その後、数度に亘る見直しや経営会議・取締役
会での活発な議論、ステークホルダーとの対話等を踏まえ、2020年3月に8
つのマテリアリティを特定し、その取り組み指標であるKPIを2021年4月に
公表しました。マテリアリティの特定とKPI設定のプロセスは、以下図示し
ている通りです。

マテリアリティの特定とKPI設定までの経緯

　マテリアリティマネジメントは、経営企画部とサステナビリ
ティ部が事務局を務める体制で推進しています。また、EHS経
営、コンプライアンス経営に関わる事項については、組織横断的
なメンバーで構成される各委員会（EHS経営委員会、企業倫理
委員会）にて活動方針を決定し全社推進を図るとともに、重要事
項については、経営会議や取締役会に報告しています。
　社会からの期待・要請や外部環境の変化等による当社グルー
プにおける重要度の変更等を迅速にマテリアリティに反映し、さ
らなる進化を図るため、毎年のマネジメントサイクルの中で、そ

れぞれに関連するマテリアリティについての目標設定や見直し、
進捗管理を行い、定期的に経営会議・取締役会で議論を進めて
います。2023年度は、取締役会・経営会議において、マテリア
リティの進捗や進化を２回報告・議論し、2024年度も現行のマ
テリアリティおよびKPIを継続することを決定しています。
　また、ESG説明会の実施や日常の取材等を通じ、投資家の皆さ
まを含めた社内外のステークホルダーとの建設的な対話によっ
て当社に対する社会からの期待や要請を把握し、得られた知見
をサステナビリティ推進に活かしています。
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マテリアリティ

当社グループでは、持続的な成長に向けて取り組むべき重要課題を、当社グループにおける重要度（中長期的な企業価値に影響を及ぼ
す重要性）と社会からの期待の両面から、8つのマテリアリティとして特定し、「事業に関わるマテリアリティ」と「事業基盤に関わる
マテリアリティ」に整理しました。第5期中期経営計画（以下、第5期中計）の策定時に、マテリアリティ毎の長期目標と課題に加え、
取り組み指標としてのKPIを設定しています。

KPI進捗確認

マテリアリティの特定／改善
目標設定（KPI）

マテリアリティマネジメントサイクル

マテリアリティ特定とKPI設定までのプロセス（2015年度～2021年度）

社
会
か
ら
の
期
待

第一三共グループにおける重要度

重要度

8つの
マテリアリティ

KPIの設定マテリアリティの特定CSR課題から
マテリアリティへの深化

CSR課題における
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● CSR36課題を抽出
● 21課題に見直し

● 中長期的取り組み課題を抽出
● ESG要素（企業価値向上観点）も 
   考慮したマテリアリティ案を作成

● 取締役会の議論を経て、 
   8つのマテリアリティを特定

● 第5期中計と連動したKPI 項目・KPI 
   目標値について、取締役会メンバーと 
   の複数回の議論を経て、経営会議 
   および取締役会にて審議・承認
● KPIの公表
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環境の保全と健康と安全の確保に努め、リスクが発生する可能性の高い環
境、健康、安全マネジメントを一体的に運営、推進

国内外の法令および企業倫理を遵守し、企業の社会的責任を果たすべく経
営を推進し、コンプライアンスの実践を確保
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